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紫外光電子分光による金属電極界面の電子状態観測[1]
 低分子系有機薄膜太陽電池において、陰極界面に BCP
層を挿入すると（図 1）、太陽電池特性が飛躍的に向上す
る。我々は BCP層の挿入効果を調べるため、紫外光電子
分光(UPS)を用いた電子状態観測を行った。その結果、仕
事関数 4.3 eV 以下の金属と BCP 層の界面には gap state
が形成され（図 2）、これを介し金属と BCPの LUMO準
位との間で電子の移動がスムーズに行われることが判明
した。これより、BCP層には金属の拡散防止だけでなく
接触抵抗を低減する役割のあることが明らかになった。
本講演では、有機/金属界面で発生する電気二重層の発現
機構についても議論する[2]。

放射光 X線回折による高分子系太陽電池の構造解析[3]
 チオフェン系高分子(P3HT)とC60誘導体(PCBM)の混合
膜からなるバルクヘテロ接合型有機薄膜太陽電池は、他
の有機材料で構成された太陽電池に比べ高いエネルギー
変換効率を示す。我々は、光源強度が強くエネルギー分
解能の優れた放射光 X 線源を用い、P3HT 単層膜ならび
に P3HT：PCBM混合薄膜の X線回折測定を行い、PCBM
の導入に伴う薄膜内部構造の変化を調べた。
Williamson-Hall プロットを用いて半値幅解析を行った結
果、P3HTの a軸（図 3）に関しては、PCBMの混入の有
無によらず、同程度の結晶化が進行していた。一方、チ
オフェン環の積層方向を示す b 軸（図 3）に関しては、
P3HT：PCBM混合膜ではスピンコート製膜直後には結晶
化が進行しておらず、一方、アニールに伴い P3HT の凝
集に伴うチオフェン環の積層が起こることが明らかにな
った。以上の結晶化の異方性は、規則的な配列を持つア
ルキル側鎖構造に起因すると考えられる。

参考文献
[1] T.Sakurai et al., J. Appl. Phys. 107 (2010) 043707. 

[2] T.Sakurai et al., in preparation. 
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図１．代表的な有機薄膜太陽電池構造 
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図 2．BCP/金属界面の UPSスペクトル
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図 3.  P3HTの結晶構造
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Fig. 1 Dependence of LESR intensity and

short-circuit current of organic thin-film solar

cells on time for solar simulated light irradiation.  

Fig. 2 g value and peak-to- Hpp, of

the LESR signals as a function of an angle between 

external magnetic field and the substrate in the 

organic thin-film solar cells. 
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Figure. 1. Polarized absorption spectra of the 
oriented polythiophene film.

Figure 2. Polarized photoluminescence spectra of 
the oriented PFO film doped with 6T.
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